
●樹上を1回通過し散布する方法では手散布に比べ約95％削減(図省略)。
●樹上を旋回し散布する方法では手散布に比べ約54％削減(左図)。
　黒点病に対する防除効果は手散布と同等(図省略)。
   ミカンハモグリガの防除効果は手散布に比べやや劣るが有意
差なし(右図)。

① ④ ⑤

森川農園、井澗農園（和歌山県みなべ町、和歌山県上富田町）

①自走式草刈機　②自動かん水装置　③自走式運搬車　
④パワーアシストスーツ　⑤農薬散布用ドローン　⑥肥料散布機

導入技術

ウメ栽培における除草、かん水、収穫物の運搬等に要する作業時間を15%、ミカン栽培における除草、
薬剤散布、収穫物の運搬等に要する作業時間を23%削減。

目　　標
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導入技術の効果

●ウメ園では慣行のかん水作業に比べて約90％削減(左図)。
●ミカン園では慣行のかん水作業に比べて約83％削減(右図)。

実証成果

●ウメ園では刈払機による除草作業に比べて約20～31％削減(図)。
●ただし、タイヤで踏んだ草の刈り残りをなくす改善が必要。

●平坦園では手散布に比べて約53％削減(左図)。
●緩傾斜園では手散布に比べて約42％削減(右図)。
●手作業より散布が均一であるため、効率的な施肥が可能。

〇ウメ栽培では16％（ウメ専作経営は24％、ウメ・ミカン複合経営のウメは7％）、ミカン栽培では23％の作業時間
を削減し、目標を達成。

○特に、自動かん水装置、農薬散布用ドローン、肥料散布機で大きく作業時間が削減。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 和歌山県果樹試験場うめ研究所　（e-mail：e0703081＠pref.wakayama.lg.jp）

ウメ専作およびミカンとの複合経営におけるスマート作業体系の実証実証課題名

6.6ha（ウメ4.8ha、ミカン1.8ha） うち実証面積：ウメ80a、ミカン15a経 営 概 要
★

事業終了後の普及のための取組
○自動かん水装置については、ミカン園において土壌水分量と果実品質のデータを蓄積し、最適なかん水のタイミング
と量を見極め、品質向上を図る。

○農薬散布用ドローンについては、農薬の高濃度少量散布による防除効果や薬害のデータを蓄積し、農薬の適用拡大を図る。
○農機については、果樹栽培に合った仕様への改良をメーカーに提案するとともに、将来的には近隣農家との共同利用や
園地・樹を導入しやすい植栽・整枝に改良することでスマート農機の稼働率を上げ、実質的なコスト低減に繋げていく。
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① ③ ⑤

（有）グリーンサポート斐川、（農）上直江ファーム、常松種苗（株） （島根県出雲市）

①自動操舵システム、直進機能トラクター　②RTK‐GPS機能
③ドローンによる施肥、薬剤散布　④水田センサ、自動給水システム
⑤園芸作物高性能収穫機
⑥営農・栽培管理システム
　など

導入技術

10aあたり労働時間の短縮、10aあたり生産費の削減（労働費除く）、20ha規模経営体の所得向上（2割増加）目　　標
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○担い手農家組織を中心に、プロジェクトに係る成果等の情報提供を行うとともに、行政、JA、担い手農家が一体と
なってスマート農業技術の研鑽、普及に今後も取り組んでいく。

〇実証農場として参画した経営体も、管内でのスマート農業技術普及に向け引き続き取り組んでいく。
○スマート農業機械の初期投資を軽減するため、地域内の担い手農家同士での共同購入や作業受託体制、共同利用体
制を構築し、スマート農業機械を最大限利用していく。　

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●20ha規模経営体において、スマート農機による労働時間短縮
によって、高収益作物導入が可能。

●水稲では、慣行（種子予措～田植え）の作業時間が、乾田直播
栽培も導入し、91％削減。
●ハトムギ播種では、慣行の作業時間に対し68％削減。

実証成果

担い手農地集積率８０％からの挑戦!!「更なる水田フル活用による耕地利用率
125％・後継者への技術継承」に向けたスマート農業実証

実証課題名

経営面積合計：78ha 
うち実証面積：水稲6ha、大麦5ha、ハトムギ4ha、玉ねぎ1ha、キャベツ1ha

経 営 概 要 ★

〇自動操舵システム、農業用ドローン等の活用により、水稲、大麦、ハトムギの労働時間が約29％（36.8ｈ/10a→
26.1ｈ/10a）削減され、削減時間を活用し高収益作物（玉ねぎ、キャベツ）の導入が可能となった。

〇園芸作物高性能収穫機の活用により10ａあたり生産費が3.6％削減できた。
〇自動操舵システム、高速高精度汎用播種機の組み合わせにより、乾田直播栽培も同時に導入した水稲播種時間で
は、慣行（種子予措～田植え）の作業時間が91％、また、ハトムギ播種時間では68％削減。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 島根県農業協同組合斐川地区本部　営農第三課　（e-mail：einou3.hik＠ja-shimane.gr.jp）

●キャベツでは、畝立て施肥作業時間が、慣行に対し45％削減
●追肥作業も機械化の効果を含め、慣行に対し45％削減

●玉ねぎでは、高性能収穫機（玉ねぎハーベスタ）により、慣行
に対し88％の大幅な削減。
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20a規模経営体での作業時間比較

水稲
大麦
ハトムギ
玉ねぎ
キャベツ
合計

19.50
5.80
11.50
87.30
100.50
224.60
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403.2
976.5
337.8
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品目
栽培指針

10a当り作業時間
（時間/10a）

20ha規模
栽培面積
（10a）

20ha規模
作業合計時間
（時間）

スマ農
10a当り作業時間
（時間/10a）

20ha規模
栽培面積
（10a）

20ha規模
作業合計時間
（時間）

現状 高収益作物導入
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中
国
・
四
国

品目  水稲、大麦、ハトムギ、キャベツ、タマネギ




